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（様式第４号）       第 6回丸子地域協議会 会議概要 

１ 審議会名  丸子地域協議会 

２ 日  時  令和 7年 10月 2日（木曜日） 午後 2時から午後 2時 41分まで 

３ 会  場  丸子地域自治センター ４階 講堂 

４ 出 席 者  小林勉会長、宮下由紀副会長、阿部勇委員、伊藤勝廣委員、伊藤孝二委員 

黒岩敏雄委員、清水真季委員、清水正志委員、田中幸子委員、田村卓也委員 

手塚博邦委員、中山康昭委員、二瓶由美委員、長谷屋淳一委員、吉村かつえ委員 

割田栄二委員 

５ 市側出席者 翠川丸子地域自治センター長、半田丸子地域自治センター次長兼地域振興課長 

久保田丸子地域振興政策幹兼丸子地域教育事務所長、山﨑丸子市民サービス課長 

内堀丸子地域建設課長兼丸子地域農地整備事務所長、矢ヶ崎丸子・武石上下水道課長 

黒岩丸子学校給食センター所長、松﨑丸子消防署長 

山越地域政策担当係長、山浦主任、青木主任、中島主任 

【丸子産業観光課】茅野丸子産業観光課長、朝日課長補佐兼商工観光係長 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 傍聴者   1人  ・  記者  0人 

８ 会議概要作成年月日  令和 7年 10月 9日 

 

１ 開 会（センター次長） 

 

２ あいさつ（小林会長） 

 

３ 協議事項（進行 小林会長） 

（１）住民自治組織に係る諮問の回答案について     【資料 1】 

   ・修正を加えた回答案について、事務局より説明した。 

   ・回答案を正式な回答とすることで承認された。 

 

＜質疑・応答＞ 

（委 員）1 ページ、地区会議の活動として「丸子中央：コミュニティスクール活動、丸子駅前まつりの

開催」と記載されている。「丸子駅前まつり」は中止になったため削除願いたい。 

 

（事務局）ここは「これまでの活動の成果」について記載する項目となっている。「丸子駅前まつり」が今

年は中止だとしても、これまでやってきた実績として、この記載のままとさせていただきたい。 

 

（委 員）3ページ⑤の赤字部分について、「必要に応じた積極的な支援を行う」と記載されている。これ

を「支援・参加することが望ましい」と変えられないか。支援だけではなく、必要に応じて積

極的に行政も参加するというような文言に変えられないか。 

 

（事務局）市の諮問機関である地域協議会とは異なり、住民自治組織は市の外部機関となる。当然、支援

はしていくが、運営者として入るということではない。市の外部機関として自立的に活動して

いただきたい。参加という形ではなく、引き続き支援という立場で地域の皆さんとともに歩ん

でいきたい。 

 

（委 員）今、丸子まちづくり会議の組織改編が進んでいる。従来の形から 2つの中学校区での形になる。

このことが記載にないがよろしいか。 

 

（事務局）組織改編の予定については承知しているが、昨年諮問された段階ではまだ無かった話であり、

新しい組織の設立もこれからの状況であることから、このままで良いと考えている。 

 

 

  （２）鹿教湯温泉地区インバウンド受入環境整備高度化事業の実施及び丸子地域振興事業基金の 

活用について                      【資料 2】【当日資料 2 枚】 

   ・鹿教湯温泉地区の整備に係る新規事業に丸子地域振興事業基金を活用することについて、 

丸子産業観光課より説明した。 
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     ・地域振興事業基金の充当事業として承認された。 

 

＜質疑・応答＞ 

（委 員）旧亀屋旅館の取り壊しについて、道路が非常に狭いため期間も長くなると思う。通行止めにな

る可能性もあるため地元住民に認識しておいてもらわなければならない。細かいスケジュール

について自治会に報告していただきたい。 

 

（担当課）解体工事の期間については、鹿教湯温泉旅館協同組合や鹿教湯観光協会等に事前の打合せをし

ている。年明けに湯端通り・文殊堂付近で行われるイベント「氷灯ろう夢祈願」が一通り落ち

着いた 1 月中旬くらいから約二か月弱の期間になると解体事業者と打合せた。また、地元自治

会には回覧板等で工事の期間等周知したいと考えている。 

 

 

４ 報告事項 

  （１）地域協議会の設置単位等の見直しについて【資料３】 

   ・地域協議会の設置単位等の見直し状況について、資料に基づいて事務局より説明した。 

 

  （２）分科会等での検討状況及び報告について 

ア 公共交通に関する分科会 

交通部会は今年度、5 月 22 日と 7 月 31 日にまちづくり会議と合同で開催した。協議内容

はデマンド交通のこれまでの利用実績と今後の取組についてである。デマンド交通の登録者

は 7 月現在で 700 人。登録者・利用者ともに 70 代・80 代が多くなっている。今、意見とし

ては、運行時間の拡大、土日祝日の運行、エリアの拡大（東西内、武石、依田窪、大屋）、ド

アツードアへの移行などが出てきている。市内の公共バスにゾーン制が導入されて 70 代・

80 代の人には戸惑いがある。利用しやすい形でデマンド交通が成長していけるように努力し

ていきたい。 

 

イ 福祉・子育てに関する分科会 

7 月 31 日、コミュニティスクールに携わる住民を招いて話を聞いた。丸子中央小学校の現

状や、信州型コミュニティスクールとの関係について話していただいた。丸子北小学校・塩

川小学校も参考になると思う。地域とともに子ども達を育てること、「繋ぐ」大切さを実感し

た。今後の分科会に活かしていきたい。 

 

ウ 文化財・歴史分科会 

これからはカネボウ跡地を中心に探っていきたい。今日は、なぜ丸子にカネボウが来るこ

とになったのかという経過、それに伴う町自治体の努力について検討していきたい。次回は、

実際にカネボウへ行って見学する計画である。 

 

＜質疑・応答＞ 

      なし 

 

５ その他 

（１）今後の協議会日程について 

第 7 回  10 月  30 日（木） 午前 10 時 丸子地域自治センター ４階 講堂 

第 8 回  11 月 27 日（木） 午前 10 時 丸子地域自治センター ４階 講堂 

第 9 回  12 月  25 日（木） 午前 10 時 丸子地域自治センター ４階 講堂 

 

 

６ 閉 会 

 

 

≪分科会≫ 

公共交通に関する分科会    ４階 講堂 

福祉・子育てに関する分科会  ３階 第２会議室（中止） 

文化財・歴史分科会      ３階 第３会議室 

 


